春、遠からじ
　
　
龍之介＃３２
　
　
　坂を上ってくる風に、茉理が制服の白いスカートを指先で押さえる。まだ冬の名残を孕んでいる風は少し冷たい。それでも、見上げた先の青空は今日も春らしい気温になることを予感させるに十分だった。
　自分の数歩先を行く茉理の足取りを見ながら、直樹は今自分が押して歩いている世界タービン号はもう必要ないかなと感じていた。
　病気が治り、進級に必要な出席日数のために春休みに補習を受けることになった茉理。まだ万全でない体調で蓮美坂を上る茉理と、直樹は万一のことがあったらと自転車を押して一緒に登校することにした。実際、長い間ベッドの上にいた茉理の脚力は自分で想像していた以上に弱っており、初めのうちは世界タービン号の荷台に乗ることも度々だった。
　それでも、直樹が心配して乗るように促してもギリギリまで拒否して自分の足で歩いた甲斐もあってか、茉理の足は順調に回復し、初めは直樹の後ろを歩いていたのが、今は先を歩くまでになっている。
「い～天気～！」
　上り終えたところで茉理が伸びをする。
「絶好の補習日和だな」
「もう、直樹は自分が受けないからそんなこと言えるんだよ～」
　二人で校門をくぐる。春休みは部活動もそれほど熱心にやっておらず、学園内はずいぶん静かだった。
「ま、俺様は無事進級が決まっているからな」
「ぶ～！」
　茉理が頬を膨らませる。口では嫌そうに言う時もあるが、諦めていた進級が補習とテストによって可能だと言われた時の喜びようといったらなかった。「またちひろと一緒のクラスになる！」と、そう言っていた。
　教室が近づいてくる。
「頑張れ。ちひろちゃんと同じクラスになるんだろ？」
「うん。絶対」
　扉の前で一旦分かれる。茉理は、静かだが力強い口調で、そう返した。
　
　
　
　コーヒーの香りが室内に満ちる。
「毎日大変ね」
　恭子が椅子に座っている直樹にマグカップを差し出す。
「起きるのが大変で……」
「起こされるのが、でしょ？」
　椅子を引いて、向かい合うように座る。茉理が補習を受けている間、こうして保健室に来ることが直樹の習慣になっていた。そして、恭子の気が向けばコーヒーをごちそうになる。たまに図書室にも行くが、同じ本を読むならここの方が落ち着くし、疲れたら話し相手もいる上、コーヒーも出てくる。そういった理由だった。
「恭子先生だって、春休みなのに毎日出てきてるじゃないですか」
　だからといって、保健室でこれといった仕事をしているようにはどうしても見えない。そう思いつつも、直樹はそれを言わない。
「学園に生徒がいる以上は仕事があるのよ。渋垣のこともあるし」
　茉理は、補習が終わったら毎日帰り際に保健室へ顔を出す。直樹を迎えに来るのが一番の理由だろうが、恭子に顔色を見せるのも大事な用事だった。
「それに、久住は休憩時間にも教室に行ってるじゃない。別に家に帰ったり、そこら辺で遊んでてもいいのに」
　普通の授業日と同じように時間割が組まれた補習。休憩時間だけがいつもと違って、朝から二コマ続けてやって十五分、それからまた二コマこなして昼休み、四十五分ほど休んで、頃合いを見て再開し、二コマ。という流れになっている。
「それは……ほら、普通に通ってるときと違って周りに友達もいないし、ずっと一人だとあれですし……」
　実際の所は、茉理と一緒にいられるから、という理由もあるのだが、それは口にしなかった。
　
　
　
　それからしばらく恭子と話した直樹は、いつものように休憩時間を狙って教室に茉理をからかいに行き、図書室で本を見繕って保健室に戻り、昼休みになると弁当を提げてまた教室に向かった。
　
「それでねー、今さっきちひろからメールが来て……」
「へ～、で、何て？」
「私も茉理と一緒のクラスになりたいって」
「ほんとに仲いいよなぁ」
　いつものように、二人向かい合って弁当を食べる。最初は恥ずかしがっていた茉理だったが、学年が違う二人が教室でそういったことができるのは今だけだと、最近は楽しめるようになってきていた。
「ところで、追試は大丈夫そうなのか？　もうすぐだろ？」
「う、う～ん、うん。大丈……夫」
　目が明後日の方向を向いている。
「やれやれ……ちゃんと勉強しろよ？」
「直樹に言われたくな～いっ！」
　
　
　
　コンコン。
　控えめに、ドアがノックされる。
「どうぞ～」
　営業中の札は出してあるのだから、構わずに入ってくればいいのに、と思いながら返事をする。
　カチャッと、ノブの回る小さな音がする。ドアに背を向けていたが、恭子は入ってきた人物が誰であるか分かっていた。
「どう？　結論は出た？」
　言いながら振り返る。橘ちひろが、ドアを閉めて向き直ったところだった。
　
　ちひろのためにココアを淹れ、自分の分のコーヒーも用意する。すぐに口を付けられるよう、ココアは少しぬるめにしてある。
　礼を言ってココアを受け取ったちひろが、一口飲んで小さく息を吐き出す。向き合って座った恭子が、目で結論を促した。
「卒業まで……待っていただけませんか？」
　ちひろが真っ直ぐ恭子を見る。その目には意志の固さが見て取れる。
「そう」
　恭子がコーヒーに口を付けて、一度頷く。
　ちひろが育てていた青いフォステリアナに抗マルバス成分が発見されたのは、十日ほど前のことだった。すぐに未来と連絡を取り、フォステリアナの栽培と、ワクチンの生産が決まった。その中で、未来側からは栽培のノウハウを知っているちひろの帰還を強く希望された。恭子達が話し合った結果、最終的に本人の意思を尊重するということで落ち着き、数日前にその話をしたのだった。
「あと二年……ね」
　恭子が確認する。ちひろは表情を変えずに頷いた。きっと、この数日ずっと考えてきたのだろう。目の強さを見て、恭子がそう確信する。自分が未来に帰って、フォステリアナの栽培が早まれば、きっとそれで助かる命がある。それと秤にかけても大切な『今』が、ちひろにはあるのだろう。
「渋垣のことね」
　ちひろが頷く。自分と同じクラスになるのだと、必死に頑張っている今の茉理を置いて未来に帰ることはどうしてもできなかった。それに、この世界に来てできた唯一無二の親友と、せめて卒業までは一緒にいたい。自分のわがままだということは重々承知の上で、ちひろはこちらの生活を選んだ。
「分かったわ。そう伝える」
　そして、その答えを恭子はいとも容易く受け入れた。まるで、初めから知っていたように。
「いいんですか？　未来のことを考えれば絶対反対されると……」
「逆に、未来に帰るって言ったら諭していたわ。渋垣はどうするの？　あなたと一緒のクラスになるって頑張ってるのに……ってね」
　微笑みながら言う。
「あの……未来の人には……」
　ちひろが心配そうな顔で尋ねる。
「もし、未来の方でフォステリアナが何らかの理由で全滅した場合、こっちがバックアップとして栽培をしていなかったら大変なことになる。そう言うつもりよ。実際そうだしね。だから橘は心配せずに、こっちでフォステリアナの栽培を続けて」
「はいっ！」
　ちひろの明るい返事が、保健室に響いた。
　
「ところでさ、橘は、今日これからどうするの？」
　お茶請けの煎餅を戸棚から出しながら、恭子が尋ねる。
「温室で少し作業をして、帰る予定です」
「一人で？」
「はい」
　恭子には表情は見えないが、ちひろの声音は変わらない。
「せっかく学園まで来たんだから、渋垣達と一緒に帰ればいいのに」
　煎餅を盆に取り、テーブルに置く。
「その……邪魔しちゃ、悪いかなって……」
　ちひろがほんの少し赤くなりながら、心持ち俯く。
「いいんじゃない？　盛大に冷やかしてやればいいのよ。そんなこと気にする二人じゃないんだし。……それに、変に気を遣う方があの子達は気にするわよ」
　恭子の口元で煎餅がパリンッと割れる。
「そう……ですね。はい。今日は茉理と久住先輩と一緒に帰ることにします」
　顔を上げてそう言ったちひろも、「いただきます」と煎餅に手を伸ばす。
「うんうん」
　恭子は満足そうに頷いて、春の衣をまとい始めた窓外の景色に目を映した。
　
　
　
　少しだけ開けた窓から、心地いい風が吹いてくる。
「次の時間は？」
「数学」
　弁当を食べ終え、今は水筒のお茶を二人で飲んでいる。
「フカ先か。……じゃ、もうすぐ来るな。そろそろ行くよ」
　直樹が席を立つのと、教室の扉が開いたのはほぼ同時だった。
「おお、久住じゃないか。自主的に補習を受けに来るとは感心だな」
「いえいえ、深野先生。俺はただの付き添いなんでこれで……」
　嫌な気配を感じながら、直樹は前を通り過ぎようとする。
「まあ久住。座れ」
「いえ、こう見えても忙しいんですよ」
　そう言って歩調を早めた直樹が、急に立ち止まる。学生服の襟がしっかりと掴まれていた。
「そういえば、数学は赤点ギリギリだったな。基礎がなっとらん。いい機会だから受けていけ」
「はい……」
　仕方なく、直樹は茉理の隣に腰を下ろす。茉理が、誰にも分からない程度に、嬉しそうな顔をした。
　
　ゴツッ！
「あいっててて……」
「久住！　おまえは補習でも寝るのか、まったく……」
　春の陽光が注ぎ、気持ちいい気温だったこともあり、直樹は授業が始まって二十分ほどで机に伏せてしまった。直樹が寝る直前から成り行きを見ていた茉理は、それからしばらく肩を震わせていた。
「直樹、いつも寝てるの？」
　まだくすくすと笑いながら、茉理が尋ねる。
「いや今日だけ……」
「いつもだ」
　黒板に数式を書いている深野の声が直樹の弁明を遮る。
「それでよく進級できたね」
　呆れたような、感心したような物言いだった。
「ま、俺様は勉強しなくても余裕なんだ」
　直樹が胸を張る。
「久住……今から点を下げてもいいんだぞ？」
　実際、直樹は赤点だったところを、「この冬は色々大変でしたから」と、恭子と結に頭を下げられ、授業態度などの、テスト以外の点を少し上げたのだ。それをなくすのは容易い。
「……そしたら、直樹とも一緒のクラスになれるね！」
「勘弁してくれ」
　
　淡々と、補習が進んでいく。春はもう、すぐそこに迫っていた。
　
平成二十二年十月十日(改訂版)
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